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of College 

Analysis 
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Yu taka KUMENO, Masaru IKEDA and Yasuo YAMAGUCHI * 

The purpose of this study was to fornlulate a preliminary 1"nodel of the socialization 

process by which persons become to be involved in sports activities. The nloclel focused 
on interpersonal influences with both the family of orientation and the participating in 
sports club. 

The survey was conclucted to 452 college stuclents by using the questionnaire method 

cleveloped by Spreitzer and Snycler (1976) and Greendorfer (1978). An exploratory path 
analysis moclel was applied to the clata obtainecl. The results were as follows ; 

(1) Club participation during senior high school hacl the strongest causal effect on 

primary sport involvement at present. 

(2) One of the strongest factors affecting club participation during junior high school 

was peer's encouragement to participate in sports anlong male subjects, whereas perceived 
ability in childhood influencecl female's club participation cluring junior. high school. 

(3) Parents, especially father, who are interestecl in sports tended to encourage their 

children to participate in sports and tended to motivate club participation cluring senior 

high school among ma.le students. 

From the above results, it seenls to be clear that tlle family of orientation ancl the 

participation of sports club cluring senior high school hacl strong causal effects on primary 

sport involvement among college students. The results also indicated that there was obvi-

ous difference on socialization process into sports between male and female students. This 

exploratory study suggests the neecl for aclclitional research concerning the moclel of sociali-

zation into sport, altllougll it supported the applicability of a path analytic approach to this 
fielcl. 
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規定する要因としてはスポーツが好きかどうかの

「スポーツ志向」が最も強く寄与し，次いで「性」，

r年齢」，r学歴」等の人口統計的要因に強く規定

されていることを示した。

　こうLた報告から，個人のスポーツ参与は心理

的要因や年齢・性などの人口統計的要因によって

かなり違った様相を示すことが明らかにされてき

た。しかしながら，これらの規定要因のほとんど

が現在の状態を表わす要因であるため，過去のラ

イフステージにおける重要な他者　（sign手ficant

others）の影響とか，過去の体育・スポーツ経験

が現在のスポーツ参与にどのような影響を与えて

いるのかにっいて，いわぼ，現在のスポーツヘの

関わり方のルーツにさかのぼって分析する視点お

よび方法にっいて，わが国においてはこれまでほ

とんど吟味されていたいと言えよう。

　杜会学プロバーの分野での階層移動の研究に因

果モデルを適用したDmcan3）等の業績に刺激さ

れて，Kenyon7）は社会化の観点から，ある役割

素質を持っている個人は子どもの頃から成人に至

る各ライフステージにおいて，スポーツに関する

杜会的状況（家庭，学校，仲問集団，コミュニテ

ィ）や，重要な他者（両親，兄弟，友人，教師な

どの杜会化工一ジェソト）の影響と相互連関しな

がら，スポーツ役割を学習していくというスポー

ツ杜会化（Sport　Socia1ization）の因果モデルを

開発し，スポーツ杜会学の分野における新たな研

究法を提示した。Kenyonの研究は，その後のス

ポーツ杜会化の研究ならびにその方法論に大きな

影響を与え，ここ数年のうちに種々のアプローチ

がなされてきた。たとえぼ，Greendorfer4）は女子

競技選手のスポーツ社会化に関して重要な他老の

影響を分析し家族は子どもの頃だけ強い影響を持

っており，教師とコーチは青年期においてのみ影

響し，友人は各ライフステージにおいて大きな影

響を与えたことが示された。またGreendorfer5）

は別な研究において，子どものスポーツ参与に影

響する重要な他者の役割を分析した結果，父親だ

けが子どものスポーツ参与に重要な影響を持って

いることを報告している。

　このように，スポーツ参与に及ぼす家族の影響

は特に子どもの頃に強いことが推察されるが，

Spreitzer＆Snycler’5）は家族の志向と青年期のス

ポーツ参加に着目し，成人のスポーツ参与に対す

る杜会化因果モデルを示した。そこでは，スポー

ツ参与に影響を与えると考えられる家族のスポー

ツ志向，青年期のスポーツ参加，そして運動能力

の自已認知を説明変数としてとりあげ，実際の分

析結果においても，それらは強い規定力を示して

いる。

　過去のスポーツ経験が現在のスポーツ参与に影

響が強いという報告は，わが国でも以前から比較

的多くみられる（池田2）ら，荒井，松田ユ），嘉戸壬）

長沢，丹羽12），小椋，影山m））。最近では，丹羽13）

らが女子大生のスポーツ参加を規定する要因とし

て中学・高校・大学での運動部経験に着目し，段

階的群残査回帰分析を用いてかなり詳細に報告し

ている。

　以上のように，日本でもアメリカでも過去のス

ポーツ参加が現在のスポーツ参与に大きな影響を

及ぼしていることが従来から指摘されている。こ

のことは，わが国のスポーツが，古くから学校の

運動部を中心に発展してきたことを振り返れば説

明’されよう、したがって，スポーツ参与は過去の

スポーツ参加，また各ライフステージにおける重

要な他者との相互作用が，現在に影響を及ぼして

いることが推察される。

　本研究ではスポーツの杜会化理論に準拠し，個

人の直接スポーツ参与を従属変数とLて，家族の

志向，クラブ参加，運動能力の自已認知といった

スポーツ参与に影響を与えると考えられる諸変数

について，因果関係モデルを設定して分析を試み

た。本研究は，因果関係モデルを大学生を対象と

した調査により，実証的に吟味することを企図し

ている。またこの目的を達成するために，Kenyon

7）やSnyder15）らによってその有効性が確認され

ているバス解析技法を用いた。

II．研究の方法

　1．調査方法と対象

　調査の対象としたのは，茨城の国立4年制丁大

学，東京の国立4年制G大学，兵庫の公立4年制
’H工業大学，長崎の私立K女子短期大学の4校，

合計452名の大学生である。対象老の中には，体
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育専攻学生は含まれていない。

　調査は，1978年6月～7月にかけて体育の授業

中に集合面接法によ［り実施した。

Tab1e1．Nu皿1⊃er　of　sample

Male Female Total 

T un_iv. (Ibaraki) 131 5O'~- 186 

G un_iv. (Tokyo) l 2 69 81 

H college (Ilyogo) 92 3
 
95 

K junior coll.(Nagasaki) o
 
90 90 

Total 235 217 452 

・…1・1・…1■

　2．変数およびその合成

　調査の質問項目（変数）は計44項目であったが，

今回の研究で扱う変数は8個で，それらの内容と

その合成は次のとおりである。

　父親の関心（Father’s　interest）：父親のスポー

ツに対する関心の程度を表わしたもので，“あな

たが子どもの頃，あなたのお父さんはスポーツに

関心を持っていましたか”という質間をして，ひ

じょうに関心を持っていたという回答に4点，比

較的関心を持っていたに3点，あまり関心を持っ

ていなかったに2点，ほとんど関心を持っていな

かったに1点を与えて変数値とした。

　母親の関心（Mother’s　interest）：母親のスポ

ーツに対する関心の程度を表わしたもので，質間

および回答の得点化は父親の関心と同様な方法で

行った。

　友人の励まし（Peer’s　encouragement）：“あた

たが子どもの頃（小・中学生のとき），友人はあな

たにスポーツすることを積極的にすすめたり，励

まLたりしまLたか”という質間を行ない，ひじ

ょうにすすめてくれたに4点，比較的すすめてく

れたに3点，あまりすすめられなかったに2点，

ほとんどすすめられなかったに1点を与えて変数

値とした。

　両親の励まし（Parenta1encouragement）：両

親の励ましは，父親と母親のスポーツすることぺ

の励まL程度を尺度化したものを合成し，得点化

Lたものを変数値とLた。

　運動能カの自己認知（Perceiマed　abi1ity）：子ど

もρ頃の運動能力を5段階評定尺度で自已評価さ

せたもので，“あなたが小学生の頃，自分の運動

能力はみんなと比べて，どの程度だと思っていま

したか”という質間を行ない，ひじょうに優れて

いたに5点，優れていたに4、点，ふつうに3点，

劣っていたに2点，ひじょに劣っていたに1点を

与えて変数値とした。

　中学時代のクラブ参加　（C1ub　participation

during　junior　high　schoo1）：中学時代のスポーツ

クラブ所属経験の有無をたずねたもので，得点化

にはダミr変数を用いた。すなわち，クラブ所属

経験老に1点，クラブ所属未経験老に0点を与え
変数値とした。

　高校時代のクラブ参加　（C1ub　participation

during　senior　high　schoo1）：高校時代のスポー

ツクラブ所属経験の有無を質間した。得点化は，

中学時代のクラブ参加と同様に行なった。

　直接スポーツ参与（Primary　sPOr仁s　invo1ve－

ment）：現在のスポーツ実施をたずねたもので，

“あなたはふだん，運動やスポーツをどの程度実

施していますか（体育の授業以外で）”という質

間をして，よくやる方（週3日以上）に4、点，時

々する程度（週1回程度）に3点，あまりしない

（月1，2回）に2点，ほとんどしない（それ以

下）に1点を与えて変数値とした。

　3．分析方法
　本研究で取りあげた変数問の全体的た関連をみ

るために，ピアソソの積率相関係数を算出し，相

関係数行刻を作成した。

　次に，直接スポーツ参与を基準変量とLて重回

帰分析を行ない，重相関係数，決定係数および標

準偏回帰係数を算出Lた。

　そLて最後に，直接スポーツ参与を従属変数と

し，家族の志向，クラブ参加，運動能力の自已認

知といったスポーツ参与に影響を与えると考えら

れる諸変数について，Snyder＆Spreitzerの理論

モデルを参考にして因果関係モデ〉レを設定L，パ

ス解析により分析を試みた。

　バス解析17）（Path　Analysis）とは，変数問の相

関係数をもとにして，あらかじめ設定された因果

関係モデルの妥当性を解明しようとするものであ

る。この方法は近年さまざまな分野で応用例が増

えており，特に社会調査などのように，実験を行
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　　Fig1．Five－variable　genera1mode1

なうことによって因果関係を確定することができ

ない分野ではきわめて有効た分析法である。最も

基本的なパスダイアグラムは，次のとおりである。

　バス解析のシステムを導き出す逐次的連立回帰

方程式は，次のように示される。

　X3＝P3ユX1＋P32×2＋P眈X皿

　X4＝P4ユXI＋P43×2＋P4ヨX昌十P4bXb

　X、＝P5，X1＋P52×2＋P5冒X呂十P54X・十P“X．

　Fig．1における矢印は，因果の方向を表わし，

両側に矢印のあるものは相関関係を示している。

そして，rは相関係数，Pはパス係数，Xaは誤

差変数（システム外からのかく乱的要因を総合し

たもの）を表わしている。

　バス解析は，本質的にば標準化さむ牟重貝岬分

析の組み合せであるが，次g亭束でゃや特殊な条

忙的咀されてv…瓦．そ㍗筆一ユ、！む、外一生変数一

（eき9撃pq岬variab1e）問の関卿辛単なう桓関関暦

てあろ外外生変数と内隼変数I．伸巾琴叩OuS

variab1e）と．の問には逐次的因果関保一（re？ursive

causa1re1ation）が仮定される。，第ηこ，ノ｛、ス解

析では誤差変数にも残査パス係数がついてト・㍉

残傘も標準化されているの寸卒査パズ．舛は

P。乱＝〉1－R2である。ここでRは内生変数を基

準翠量とするときの軍相関係数である。

　III．結果と考察

　Tab1e2は，この研究で分析した8変数につい

ての相関係数行列を示したものである。この表を

見ると，まず第1に，高校時代のクラプ参加は男

女とも直接スポーツ参与の最も強い予測変数であ

ることがわかる。さらに，友人の励まし，中学時

代のクラブ参加は，男女とも直接スポーツ参与に

強い影響を与えていることがうかがえる。

　次に，興味あることは，父親のスポーツヘの関

心は男女とも直接スポーツ参与の比較的強い予測

変数であるのに対して，母親のスポーツヘの関心

はあまり関連がみられないことである。また，両

親の励まL，運動能力の自己認知は，男子の直接

スポーツ参与に対Lて強い影響を持っているが，

女子ではあまり関連がみられたい。

　第3に，この研究で扱った変数の中で，特に焦

点をあてた内生変数である中学時代のクラブ参加

について検討すると，男子の中学時代のクラブ参

加に対して，最も高い相関を示したのは友人の励

まLで，次いで運動能力の白已認知，両親の励ま

しの順である。それに対して，女子に影響を与え

ているのは，運動能力の自已認知が最も高く，次

いで友人の励まし，両親の励ましの順であり，中
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Ta1e2． Corre1ation　matrix　of　the　variab1es　inc1uded　in　the　study

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

1, Father s mterest . 264 . 469 . 203 175 . 093 . 231 191 

2, Mother's interest . 392 . 322 18O " 035 , 030 113 080 

3. Parental encoulagement 353 . 352 . 331 254 132 196 181 

4. Peer's encouragement 166 274 . 399 . 225 229 252 270 

5. Perceivecl ability 1 56 l 69 131 382 177 138 14(5 

6. Club participation clurirg J. H. 115 , 069 . 2~9 --. 2-5~ ~8- 6 223 135 

7. Club participation durirg S. H. 105 073~ 130 . 217 188 o008 . 379 

8. Prinlary sport involrenlent 152 108 . 052 185 119 177 339 

（Triang1e　lnatrix　above　diagona11ine　is　ma1e。）

学時代のクラブ参加に影響する要因には男女問に

おいて違いがあることがうかがえる。

　以上のことから，重要な他者は学校時代のクラ

ブ参加に影響を与え，学校時代のクラブ参加から

現在の直接スポーツ参与へ及ぼされるある種の規

定関係が存在する可能性を示唆している。

　Tab1e3は，本研究の従属変数である直接スポ

ーツ参与を基準変量として，スポーツ参与に影響

を与えると考えられる諸変数に対して，重回帰分

析を行ったときの標準偏回帰係数，重相関係数，決

定係数，および単相関係数を示したものである。

　この表から，直接スポーツ参与を規定する要因

としては男女とも高校時代のクラブ参加（ma1e＝

．310，fema1e＝．293）が最も強いことがわかる。

次に影響の強い変数は，男女とも友人の励まし

（ma1e＝．158，fema1e＝．119）であり，現在の直

接スポーツ参与を規定する要因は，高校時代のク

ラブ参加と友人の励ましが強い規定力を持ってい

ることがうかがえる。その他の変数は，現在の直

接スポーツ参与にはあま、り影響を持っていないこ

とがうかがえる。重相関係数は男子．430，女子

．385で，決定係数はそれぞれ，．186，’．148で，

Tab1e3． Summary　tab1e　of　mu1tip1e　regression　ana1ysis　on　primary　sporヒinvo1vement

Ma1e

　Parenta1encouragement

　Father，s　interest

　Mothe工，s　interest

　Perceiマed　abi1ity

　Peer，s　encouragement

　C1ub　participation　during　J．H．

　C1ub　participation　during　S．H，

Fema1e

　Parenta1encouragement

　Father’s　interest

　Mother’s　interest

　Percei▽ed　abi1ity

　Peer’s　encouragement

　C1ub　participation　during　J，H．

　C1ub　participation　during　S．H．

M・1・1・1・・1

．181

，218

，218

，238

，312

，319

．430

．052

，151

，161

．185

1236

，269

．385

・・・・…1

．033

，047

，047

，056

，098

，102

．186

．003

，023

，026

，034

，056

，072

．148

w・・・…1・1・・1・・1

1033

，015

，000

，009

，041

，004

．084

．003

，020

，003

，008

，021

，017

．075

．181

，191

，080

，145

，270

．135

1379

．052

，151

，108

，119

，185

，177

．338

Beta

　．026

　，070

＿．013

　，046

　．158

　1012

　I310

＿．101

　．115

　1042

一．012

　，119

　，065

　．293
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直接スポーツ参与の分散の男子約19％，女子約15

％が説明されたことになる。

　分析の次の段階は，スポーツヘの社会化過程を

説明する因果関係モデルを検証するためにパス解

析を用いて明らかにした。パス解析の意義は，妥

当な因果連鎖モデルを前提として，因果のバスご

とに因果関係の強さを定量的に推定できることに

ある。

　Fig2は，現在の直接スポーツ参与に関して，

家族の志向と過去のクラブ参加に焦点をあてたパ

スダイヤグラムを表わしている。なおパス係数の

わきに表示されている星印は，他の全ての予測変

量で基準変量を予測した後に，残された1変量を

追加して再び予測を行なったときの決定係数の増

分が有意にゼロよりも大きいか否かのF検定結果

である。この検定の結果が有意であれぼ，その変

数の寄与が統計的に無ではないことが示される。

因果連鎖のスタートのところでは，父親と母親の

関心は両親の励ましに対して強い影響を与えてい

る。男子では，特に父親の関心が大きな影響力を

持っている。

　次に，男子の中学時代のクラブ参加に対して有

意たパス係数を示したのは，友人の励まし（．190）

である。また，運動能力の自已認知（．122）も比

較的影響力を持っていることがわかる。女子で

は，統計的に有意であったのは運動能力の自已認

知である。両親の励まし　（．138），友人の励まし

も，比較的中学時代のクラブ参加に影響を与えて

いることがわかる。以上のことから，中学時代の

クラブ参加に強い影響を与えている要因は，男子

では友人の励まし，女子では運動能力の白已認知

であることがわかる。しかし，残査パス係数が，

．960と高いことは，取り上げた変数以外にもっと

強い要因があることを示唆している。

　高校時代のクラブ参加に対して，申学時代のク

ラブ参加は男女とも強い影響があることを示して

いる。また，男子の両親の励ましが．170と高い直

接効果を示していることが注目される。このこと

は，単純集計の繕果によると，中学時代のクラブ

参加率が約77％であったのに対し，高校時代のク

ラブ参加率は約45％であることと関連していると

考えられる。つまり，中学時代のクラブ参加は両

親の励ましの程度に関わりなく参加するものが多

いが，高校生になるとクラブ参加者は減ってくる

が，その参加老の多くは両親の励ましを強く受げ

ていることがうかがえる。

　現在の直接スポーツ参与に影響を与えているの

は，男女とも高校時代のクラブ参加（m＝、319，

f＝：298）が最も強い・その他に直接スポーツ参

与に影響を及ぼしている要因は，友人の励まし

（m：．159，f＝．122）で，スポーツ参与には友人

が過去にも現在にも大きな影響力を持っているこ

とがわかる。

　以上のことから，大学生の直接スポーツ参与は
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過去のクラブ参加が最も強い影響を与えているこ

とが判明した。そして，過去のクラブ参加は，男

子では友人の励まし，両親の励ましに強く影響さ

れており，女子では運動能力の’自己認知に強い影

響を受けていることが明らかとなった。このこと

は，過去のライフステージにおける重要な他者，

杜会的状況との相互作用が現在のスポーツ参与に

影響を及ぼすという，スポーツの社会化理論が検

証されたことになる。また，本研究においてクラ

ブ参加に影響を与える要因において，男女問で違

いがみられるのは注目に値する。つまり，スポー

ツ参与を分析するには性差をあらかじめ理解する

必要があることを示唆している。

　IV．結　　論

　大学生452名を対象とし，個人の直接スポーツ

参与を従属変数として，家族の志向，クラブ参加

運動能力の白己認知といったスポーツ参与に影響

を与えると考えられる諸変数について，因果関係

モデルを設定してパス解析により分析を試みた結

果，次のことが明らかとなった。

　スポーツに関心のある両親（特に父親）は，子

どもたちにスポーツ参加を励ます傾向が強い。そ

れによって，中学・高校時代のクラブ参加に影響

を与える。また，友人の励まし，運動能力の自己

認知もクラブ参加に顕著に影響を与え，高校時代

のクラブ参加は現在の直接スポーツ参与につなか

る。

　以上述べてきたように，これらの分析結果を考

慮すると，本研究の仮説はおおむね検証されたと

言ネる。ここで間題となるのは本研究で取り上げ

た変数の決定率（R2）が男子約19％，女子約15％

と低い割合を示している、点である。このことは，

直接スポーツ参与を規定する要因として，現在の

規定要因を取りあげなかったことに起因している

部分が多いと思われる。また，生物学のように因

果関係がかなり明確に究明される分野ではなく，

多様で多面的な人間行動の因果関係を分析してい

ることを考慮すれぼ，あながち低い数値とはいえ

ないだろう。というのは，あらかじめ設定したバ

スモデルのそれぞれのパス（因果関係）に対して，

変数の寄与を統計的に検証でぎるF検定を行なっ

た結果，パスモデルの妥当性が認められるからで

ある。

（注1）スポーツ参与16）（spOrtinvolve1］ユent）は，参

加よりも広い概念であって，スポーツとの関わり合い

方のすべてを含む概念である。Kenyonは，スポrツ
参与を」Priωary　sport　in▽01ve皿entとSecondary

sPort　invo1▽e皿entに分けて考えており，直接スポ

ーツ参与（p工imary　sport　i1ユvo1vement）は，プレー

ヤーや競技選手としてゲームやスポーツに実際に参加

することとし，問接スポーツ参与（SeCOndary　SpOr仁

in▽O！Vement）はヨスポーツの消費者，プロデューサ

ー等とLて関わることというように定義Lている。

（注2）Kenyong）によれぼ，スポーツ杜会化は次の
2つの側面があるという。それは，11）スポーツヘの杜

会化（SOcia1ization　into　sport）と，（2）スポーツによ

る杜会化（SOcia1ization▽ia　sport）で，彼は研究視

点をスポーツヘの杜会化に中心をおくと述べている。

本研究においても，スポーツ参与の分析をスポーツヘ

の杜会化に重一点を置いて論述する。
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